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はじめに 

 
日本における労働力人口は、少子化や 2007 年問題などを要因に今後減少していくこ

とが予想されています。限られた労働力によって生産性を高めていくためには、労働

者個々人の付加価値（労働生産性）を高めていく必要があり、そこには新たな技術革

新による人材育成の需要も増していくと思われます。 
そこで職業能力開発事業においては、これらに迅速に対応できる体制が必要となり

ます。そのためにも人材育成ニーズ等を常に把握することによって、ミスマッチのな

い訓練分野の選定及びカリキュラムの設定ができるように心がけなければなりません。 
現在、各職業能力開発施設では地域ニーズを把握し、ミスマッチのない職業能力開

発を展開・実施していますが、当能力開発研究センターでは、全国的な視野に立ち、

職業能力開発施設、業界団体あるいは企業等に対して、職業能力開発に資する情報提

供ができるように、調査研究を進めています。 
平成 18 年度においては、建設分野を対象とし、これらの技術動向や関連業界の人材

動向等の調査結果を基に、職業能力開発カリキュラムモデルの構築を目指しました。 
本報告書が、全国の職業能力開発施設において訓練分野の選定及び訓練カリキュラ

ム設定の資料として活用されれば幸いです。 
末尾ながら調査にご協力をいただきました皆様、及び委員会の開催にあたりご尽力

をいただきました方々に心から感謝申し上げるとともに、今後も引き続きご協力いた

だきますようお願い申し上げます。 

 
 
 

2007 年 3 月 
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